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事 業 計 画 の 内 容 

 
 財団法人 日本サイクリング協会は、サイクリング及びサイクルスポーツの普
及発展と自転車に関する最新情報等を提供し、自転車の積極的活用の推進と我

が国の自転車産業の活性化に貢献するため、次の事業を実施する。 
 
◎公益事業振興補助事業関係 
 
１．指導者の育成等事業 
（１）指導者養成講習会の開催 
   サイクリングの普及振興を図るため、サイクリングインストラクター及

びサイクリングディレクターの養成講習会を４都道府県サイクリング協会

において実施する。また、サイクリングの普及を図るため、指導者用教材

等を作成整備する。 
 
２．サイクリング大会等の開催事業 
（１）全国サイクリング大会の開催 
   サイクリングに対する関心を全国的に高めるため、各都道府県サイクリ

ング協会持ち回りで本大会を開催し、サイクリングの普及発展に努める。

本年度は北海道サイクリング協会の主管により開催する。 
    北海道函館市周辺 ９月５日（土）～６日（日） 
（２）ブロックサイクリング大会の開催 
   全国６ブロックにおいて、サイクリングに対する関心を高めるため、各

ブロック内で持ち回りにより本大会を開催し、自転車愛好者の拡大とサイ

クリングの普及促進に努める。 
   東北ブロック   ：宮城県仙台市周辺  ９月１２日（土）～１３日（日） 
   関東甲信越ブロック：山梨県石和町周辺  ９月２７日（土）～２８日（日） 
   中部日本ブロック ：石川県志賀町周辺 １０月 ３日（土）～ ４日（日） 
   近畿ブロック   ：京都府京都市周辺 １０月２４日（土）～２５日（日） 
   中国・四国ブロック：高知県高知市周辺 １１月 ８日（土）～ ９日（月） 
   九州ブロック   ：佐賀県武雄市周辺 １１月１４日（土）～１５日（日） 
（３）県サイクリング及びサイクルスポーツ大会の開催 
   各都道府県においてサイクリングに対する関心を高めるため、各都道府

県サイクリング協会（大学サイクリング連盟を含む）が中心となり、セン

チュリーランや、ＭＴＢ大会等のサイクリング大会（５０回）を開催し、

サイクリングの普及振興を図る。 
 
 



 2 

 
３．特別普及奨励事業 
  地方公共団体等の協力を得てサイクリング大会を開催し、当該地域の活性

化とサイクリングの普及発展を図る。 
（１）ツール・ド・美ヶ原高原自転車レース大会の開催 
   松本市及び浅間温泉観光協会と共催で、長野県美ヶ原高原において、全

国の自転車競技愛好者に、体力面、技術面、精神面でチャレンジする機会

を提供するマウンテンサイクリングのヒルクライムレースを開催する。 
    ６月２７日（土）～２８日（日）予定 
（２）シティサイクリング大会の開催 
   市民が休日を利用して自転車でゆっくりとサイクリングする都市型サイ

クリングのモデルケースとして、健康と英気を養うためのサイクルイベン

トを東京において開催する。 
    ９月２０日（日）予定 
（３）親子ふれあいサイクリング大会の開催 
   普段は利用できない競輪場を利用して、親子でバンク内を体験走行、乗

り方指導等を行い、自転車の安全走行の体得とサイクリングを通じて親子

のふれあいを図る。 
（４）自然共生サイクリング大会の開催 
   自然とのふれあい機会を増やすため、ファミリーサイクリングを開催し、

自然環境保護に対する自転車の存在価値を喧伝する。 
（５）Ｍｔ.ＦＵＪＩエコサイクリング大会の開催 
   日本を代表する富士山を一周するサイクリング大会を開催し、自然環境 

保護に対する自転車の存在価値をアピールするとともに、環境フォーラム、 
クリーンアップ活動、タンデムサイクリング大会を同時開催する。 

    ９月１２日（土）～１３日（日）予定 
 
４．自転車公園開場事業 
  大都市内における安全で快適な自転車の解放区として、神宮外苑の周回コ

ースを毎日曜・休日（年間６５回）に自動車の交通規制を実施し、自転車無

料貸出し業務を行うとともに、コース内の一部において自転車に乗れない人

を対象として自転車の乗り方教室を開催する。 
  また、春・秋には、四谷警察署等と共催して、自転車の交通安全大会を開

催する。 
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◎機械工業振興補助事業関係 
 
１．自転車に関する調査研究事業 
  自転車乗用環境の改善を図り、自転車乗用機会拡大を促進するため本協会

内に学識経験者で構成する調査研究委員会を設け、既存の一部繋がっていな

いサイクリングロードを繋ぐことによるスケールメリットを実現するため、

隣接する自治体の各々の自転車施策を繋ぐモデルスタデイとして霞ヶ浦周辺

の自治体に昨年度までの研究成果である、自治体が取り組み易い施策提言書

をもって提案し、経過を観察、分析して報告書に纏め、都道府県他、関係機

関に報告書をもって提言する。 
 
２．自転車に関する広報事業 
  自転車乗用機会拡大を促進するため本協会内に編集委員会を設け、編修方

針、掲載内容を討議し、自転車情報誌「サイクリングジャパン」を年４回発

行し、一般向けにサイクリングに関するわかり易い情報提供を行う。 
 
３．スポーツ用自転車に関する耐久調査事業 
  スポーツ用自転車の乗用機会拡大を促進するため、サイクリングの一分野

であるスピードサイクリングの場を提供し、スポーツ用自転車を中心とした

自転車乗用機会を促進すること及び自転車産業へのスポーツ用自転車利用者

の動向情報を伝えるため、茨城県下妻市筑波サーキットにおいて自転車によ

る耐久レースを開催し、参加者所有の自転車に関する調査を実施し、報告書

に纏め関係業界へ配布する。 
 
４．タンデム用自転車の普及に関する調査研究事業 
  タンデム自転車の普及を促進するため、理解ある地方自治体２ヶ所を選定

してサイクリング大会を開催し、その有用性を各方面にアピールするととも

に、開催関係者等から意見を聴取して改善策を策定する。また、条例で禁止

している自治体にはその理由を、認めている自治体には容認理由を調査し、

改善研究の後に報告書に纏め、全国走行解禁に向け改善報告書を関係各所に

配布する。 
 
５．自転車活用による環境改善方策の調査研究事業 
  環境に優しい自転車社会の実現に向け自動車から自転車への移行の流れを

つくるには、自転車ユーザーの安全性、快適性への追求が不可欠である。ユ

ーザーの安全性のためには道路のシェアー化の中で自転車走行空間の確保が

条件であり、実現するためには、多数の優良ユーザーの声を当局に届かす必

要がある。そこでユーザーである本協会会員１万名に対し、交通安全意識調 
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 査という形を用いて交通ルール、マナー向上の啓発を図ることにより優良ユ

ーザー数の増大を目指す。また、ユーザーの快適性向上のためには、自転車

活用における不具合及び不具合解消事例調査を各都道府県サイクリング協会

の協力を得て６６地区で行い、これらの研究結果を取り纏め、広く一般に伝

えるため、メディア活用等のツール研究も併せて行う。 
 
◎自主事業 
 
１．ブロック会議の開催事業 
  全国７ブロックに所属する各都道府県サイクリング教会の代表者と各種情

報交換や事業運営等について会議を開催する。 
    北 海 道 ブロック 
    東   北 ブロック 
    関東甲信越 ブロック 
    中部日本  ブロック 
    近   畿 ブロック 
    中国・四国 ブロック 
    九   州 ブロック 
 
２．無料法律相談の開設 
  本協会に顧問弁護士を置き、賛助会員のサイクリングの諸活動、日常生活

において生じるトラブルの法律的事案等に関し、無料の相談室を開設する。 
 
３．指導者登録証作成交付事業 
  サイクリング・ディレクター及びサイクリング・インストラクターの新規

登録、更新時に指導者登録証を作成、交付する。 
 
４．サイクリング普及推進事業 
  各地で企画立案されているサイクリングの更なる推進を図るため、普及振

興等について研究・協議するとともに、サイクリングの活動を通して新たな

事業等の展開を模索する。 
 
５．サイクリングスクールの開催 
  新たにサイクリングを趣味として始めようとする人々を対象に、サイクリ

ングに使用する自転車の選び方や楽しみ方、安全な乗車技術等を伝えるサイ

クリングセミナーを開催する他、自転車乗り方教室において交通安全講座を

神宮外苑サイクリングコース及び全国で行われているサイクリングイベント

において開催する。 
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６．サイクリング検定の実施 
  サイクリング人口が飛躍的に増えている現状を踏まえ、更に積極的な自転

車の活用を図るため、広く一般の方々に対してサイクリングに興味を持って

いただき、サイクリングに関して幅広く正しい知識や能力の普及啓発を目的

にサイクリング検定の実施に向けて準備を進める。 
 
７．サイクリングの日制定 
  自転車の積極的活用の推進を図るため、サイクリングに対する関心と理解

を深め、サイクリングの健全な発展とその普及に積極的に努めるとともに国

民生活の向上に貢献することを期して、日本サイクリング協会が財団法人と

して認可された５月２２日を「サイクリングの日」として制定する。 
 
８．サイクリングターミナル関係事業 
  青少年が安全かつ快適に、サイクリングをできることを目的に設置された

サイクリングターミナルについて、サイクリングを通じてより魅力的な施設

とするため積極的にＰＲし、各種サイクルイベント等に利用できるよう努め

る。 
 
◎協力事業 
 
１．運営強化協力事業 
  全日本マウンテンサイクリングｉｎ乗鞍  長野県松本市乗鞍高原 
                      (長野県ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
                     （８月２９日～３０日開催予定） 
  ツール・ド・草津            群馬県吾妻郡草津町志賀高原 
                      (群馬県ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
                     （４月１８日～１９日開催予定） 
  時空の路ヒルクライムｉｎ会津   福島県南会津郡会津本郷町、下郷町 
                      (福島県ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
                     （５月２３日～２４日開催予定） 
  矢島カップ・Ｍｔ鳥海バイシクルクラシック 秋田県由利本荘市 
                     （７月２５日～２６日開催予定) 
  ホノルルセンチェリーライド      アメリカ合衆国ハワイ州 
                     （９月２７日開催） 
  交通安全教育指導者研修会       東京オリンピックセンター他 
  筑波８時間耐久レースｉｎスプリング  茨城県下妻市 筑波サーキット 
  筑波８時間耐久レースｉｎサマー    茨城県下妻市 筑波サーキット 
  野外活動指導者研修会の開催      開催未定 
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２．共催 
  インターナショナルオホーツクサイクリング 北海道網走支庁 
                       (北海道ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
  ツール・ド・国東             大分県国東半島 
                       (大分県ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
  ツール・ド・おきなわ           沖縄県名護市周辺 
                       (沖縄県ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
  ツール・ド・のと４００          石川県能登半島 
                       (石川県ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
 
３．後援 
  ツール・ド・八ヶ岳            長野県八千穂村 
  中央構造線サイクリング大会        長野県下伊那郡周辺 
  ＭＴＢバイカーズフェスタ         長野県白馬他 
  ぐるっと浜名湖サイクル・ツーリング    静岡県浜名湖周辺 
                       (静岡県ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
  Ｍｔ富士ヒルクライム           山梨県富士スバルライン 
                       (山梨県ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
  瀬戸内しまなみ海道来島海峡大橋サイクリング大会 
                       愛媛県今治市周辺 
                                              (愛媛県ｻｲｸﾘﾝｸﾞ協会) 
 
４．協力 
  自然公園大会               平成２１年度開催地京都府 
                       ９月１２日～１３日予定 
  つがいけサイクル             長野県栂池高原 
 
５．協賛         
    ハンドメイドバイシクルフェア       東京科学技術館 
    サイクルモード              幕張メッセ 
    道路ふれあい月間（８月実施）       全国 
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